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The Possibility of Death Education in Secondary Schools in Japan 
Shigeko KOIKE 
The purpose of this paper is to search for the possibility of Death Education as lifelong education in 
Japan. First， 1 introduce activities and problerns of Death Education in secondary schools after the 
1990s in Japan. Second， 1 refer to concepts concerning “outlook on life" in Japanese boys and girls. 
Finally， 1 propose sorne ideas concerning the possibilities of Death Education in Japanese public sec-
ondary schools. 























































































ニュアル"という d性格が強かったように思う O …人間の生き死にということを異なった世代や自然
との関わりという広い文脈の中で考えていけば，実際の医療現場でも，本人や家族が，子どもたち
ゃ地域の人々や他の生き物たちの生死にもよりどころを求めつつ，当面の課題に疲れきることなく
対処していけるのではないだろうかJ8) と指摘する o Walter Bauer， Greek田EnglishLexicon of the 
New Testarnent and Other Early Christian Literature9)によれば，死学 (thanatology)の語源である
ギリシャ語のサナトス θ6.vατoS(thanatos)の意味は， death:死， the extinction of 1江e:生命の消
滅， irnrninent danger of life :差し迫った生命の危険という意味であると共に， spiritual death (肉体
的には生きていても霊的に死んだ状態)の意があり，さらにこの言葉はギリシャ語のゾーエー (ω4
(Zoe) は， life:生命， living:生きている・生きていること， existence:存在・生存・生きている
ことを意味する)の対極にある言葉として用いられたとあるO またこのゾーエーという語は， BC 3 
世紀以降のコイネーギリシャ語で「永遠の命J.即ち死んだ後の「永遠の生命」の意味をも含むと

















































































-生命の誕生 ・生命の遺伝子 ・クローン技術を考える ・生命があやつられるとき
・家族って何だ? ・選ばれる生命 ・選ばれない生命 ・優生学の名の下に
3. '性をめぐって
-性と生殖 ・性感染症の変貌 ・性暴力 ・性の自己決定 ・女と男の聞には
・避妊・中絶 ・セクシュアリティーを考える
4. 治、らだとこころ
-自殺 ・殺人 ・TVゲーム世代にとっての現実とは ・ダイエット/摂食障害
・薬物乱用 ・カルトとマインド・コントロール
5.生命をめぐる異文化理解
-生命観の違い ・病気の文化史 ・生命の南北問題 ・国際的生命倫理
-動物の権利 ・遺伝子組み換え食品への対応 -鯨と日本文化 ・環境ホルモン
6.生命をおびやかすもの
-きれいな水とはどんな水? ・水と食物 ・放射性核物質 ・戦争 ・銃社会アメリカ
7.病をめぐって































































































































1.自殺 2.安楽死 3.死刑・死刑制度 4.脳死・臓器移植 5. クローン
6.人工授精・体外受精 7. 人工妊娠中絶 8. エイズ 9.心身の健康 10.性差別
11.同和問題 12.外国人差別問題 13. 人種差別 14.障害者問題 15. 同性愛
16. 人身売買 17. テロ・戦争・軍備・平和 18.食料・飢餓問題 19. ホームレス
20. ストリートチルドレン 21.ごみ問題 2. 地球環境問題 23.情報化社会のモラル




Q 50中学生が学校で学んでみたいこと(上位10位:) Q 50高校生が学校で学んで、みたいこと(上位10位)
(複数回答複数回答)
テーマ 回答数 割合 テーマ 回答数 割合
クローン 484 29.62% クローン 460 23.71% 
ストリートチルドレン 391 23.93% ストリートチルドレン 441 22.73% 
安楽死 355 2l.73% 死刑・死刑制度 433 22.32% 
自殺 344 2l.05% 自殺 427 22.01% 
死刑・死刑制度 337 20.62% テロ・戦争・軍備・平和 418 2l.55% 
テロ・戦争・軍備・平和 289 17.69% 安楽死 400 20.62% 
同性愛 287 17.56% 同性愛 378 19.48% 
人身売買 278 17.01% 人身売買 370 19.07% 
脳死・臓器移植 274 16.77% 地球環境問題 298 15.36% 













































































7 )学校における生命倫理教育ネットワーク編著 ダリル=メイサー監修『生命の教育』清水書院 2000 
8 )渡部豊夫『死学』二期出版 1988 pp.24 -25 
9 )τ'ranslation and adaptation by William F. Arndt and F. Wilbur Gingrich， 2nd Edition， 1979. Revised and 
argument by F. Wilbur Gingrich and Frederich W. Danker from Walter's 5th edition， 1958. The University 
of Chicago Press. 
10) 2006年 1月に開催された「東京・生と死を考える会」研究集会の席で，筆者が高橋誠教諭と吉田晴彦
教諭に直接質問し回答を求めた。
11)青山学院大学総合研究所キリスト教研究部モラル教育研究プロジェクトは2004年，全国のキリスト
教系(プロテスタント・カトリック)の中学校・高等学校を地域別に抽出し，協力を得られた学校に在
籍する生徒，中学3年生の男女1634名と，高校2年生の男女1940名を対象に「道徳意識」に関する調査
を実施。筆者は客員研究員として同調査に参加。この調査研究では「いのちに対する道徳意識」に関す
る設問を設定し分析を行った。詳細は，青山学院大学総合研究所キリスト教文化研究部『キリスト教系
中学校・高等学校生徒の道徳意識に関する研究 -2004年度~2005年度調査研究報告書j2006年を参照。
12) 1996年第15期中央教育審議会答申が，第 1次答申で「生きる力」を提言。
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